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　最近の業績の動向を踏まえ、 平成18年5月16日に公表しました平成19年3月期（平成18年4月1日～
平成19年3月31日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたします。

　　 　記

１．平成19年3月期　中間連結業績予想の修正（平成18年4月1日～平成18年9月30日）
(単位：百万円)

2．平成19年3月期　中間単体業績予想の修正（平成18年4月1日～平成18年9月30日）
(単位：百万円)
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3．修正理由

  売上高につきましては、国内市場において半導体メーカーの大型設備投資を背景にデジタル家電、
携帯機器、車載向け半導体検査装置の受注・販売が計画を上回るペースで増加した一方、海外の主
要市場である米国、中国、東南アジアの各市場においても需要が順調に回復したことから、連結、
単体とも、前回の予想に比べ40％程度の増加を見込んでおります。製品別では、車載向けなど個別
半導体テスタの販売が好調に推移しております。
  経常利益および中間純利益につきましては、売上高の増加に加え、受注増に伴う稼働率上昇、高
採算検査装置の販売増などにより売上高原価率が計画以上に低減したことから、連結、単体とも、
前回の予想に比べ大幅な増加を見込んでおります。
  なお、平成19年3月期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）通期の業績予想につきましては、現
在見直し中であり、11月中旬の中間決算短信発表時に公表する予定であります。
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